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ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を

作
ろ
う

〈
内
容
〉
　

絵
が
飛
び
出
す
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。　
〈
日

時
〉
　

12
月
16
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
同
２
時
15
分　
〈
場
所
〉

ふ
れ
あ
い
の
館
（
八
坂
町
）　
〈
対

象
〉
市
内
の
小
学
生　
〈
費
用
〉
無

料　
〈
定
員
〉15
人
（
先
着
順
）　
〈
申

込
期
間
〉
12
月
２
日
㈯
〜
同
14
日

㈭　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

ふ
れ
あ
い
の
館
☎
25-

４
４
５

２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
47-

５
０
８
８
番　

※
電
話
か
、
直
接
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

星
空
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
の
星
を
見
よ
う

〈
内
容
〉
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

一
番
上
に
輝
く
星
の
正
体
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
冬
の
夜
空
を
大
き

な
望
遠
鏡
で
探
訪
し
て
み
ま
せ

ん
か
。　
〈
日
時
〉
12
月
22
日
㈮　

午
後
７
時
〜
同
８
時
30
分　
〈
場

所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏

町
）　
〈
対
象
〉
天
体
に
興
味
が
あ

る
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　 

〈
定
員
〉
30
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

３
０
０
円
（
幼
児
は
無
料
）　
〈
申
込

期
間
〉
12
月
９
日
㈯
〜
同
17
日
㈰

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど

も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電

話
か
、
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
雨
天
な
ど
の
場
合
は

中
止
。
午
後
４
時
以
降
に
開
催
の

有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ひこね生涯学習
人材バンク

　教育・文化・芸術・レクリエー
ションなどの豊富な経験があり、
指導できる人を探しています。
　あなたの知識・技能・経験を、地
域の学習の場に生かしてみません
か。詳しくは、彦根市ホームペー
ジをご覧いただくか、お問い合わ
せください。

申込・問い合わせ先
　 教育委員会生涯学習課
　☎ 24-7974、FAX23-9190

彦
根
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
30-

６
１
４
４
番
（
平
日
午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時
15
分
）

※
今
後
の
相
談
に
役
立
て
る
た
め
、

相
談
受
付
時
に
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
職
業

な
ど
の
個
人
情
報
を
お
聞
き
し
ま

す
。
差
し
支
え
の
な
い
範
囲
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

局
番
な
し
の
「
１い

や

や
８
８
」

※
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
案
内
に
従
っ

て
、
居
住
地
の
郵
便
番
号
を
入

力
し
て
く
だ
さ
い
。
最
寄
り
の

相
談
窓
口
に
電
話
が
つ
な
が
り

ま
す
。

架
空
の
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

あ
る
日
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

「
ネ
ッ
ト
通
販
で
未
払
い
が

あ
っ
た
か
な
？
」「
動
画
を
見

た
こ
と
あ
る
け
ど
、
も
し
か
し

て
有
料
だ
っ
た
か
も
…
」

メ
ー
ル
や
は
が
き
で
届
い
た

請
求
に
、
確
認
の
た
め
電
話
を

す
る
と
、
料
金
の
振
込
や
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
購
入
を
指
示

さ
れ
、
金
銭
被
害
に
遭
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
む
や

み
に
連
絡
す
る
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

は
が
き
な
ど
の
普
通
郵
便
や

メ
ー
ル
で
、
裁
判
所
か
ら
連
絡

が
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ

た
メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
が
届
い
て

も
、
無
視
し
て
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
心
配
と
い
う
人

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

第104
回消費生活センターつうしん

差出人：abc@････････.ne.jp

件　名：督促状

年間登録料が発生し、このまま放置いたしますと

民事訴訟を起こされる可能性があります

貴方の利用されていた契約会社側から民事訴訟と

して訴状が提出されました

ご連絡がない場合、給料、動産、不動産の差し押

さえを履行させていただきます

- END -

受信メール
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小
江
戸
彦
根
と

　
　
世
界
遺
産
登
録
⑶

暫
定
リ
ス
ト
記
載
②

第
69
回
人
権
週
間　

12
月
４
日
㈪
〜
同
10
日
㈰

 

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

　
　
　

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

　
　
　
　
　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
〜

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
せ
に
生
き
て
い

く
権
利
で
、
全
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
持
っ
て
い
る
基
本
的
な
権
利
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、
み

ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

周
り
の
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を

持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
を
機
会
に
、家
庭
で
、職

場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家
族
と
、
友

達
と
、
み
ん
な
と
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人

権
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課
☎

30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５

７
７
番

人
権
に
関
わ
る
相
談
は

人
権
擁
護
委
員
・
各
相
談
窓
口
へ

人
権
に
関
す
る
問
題
で
、
相
談
す
る

相
手
が
な
く
て
困
っ
た
と
い
う
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
に
は
、人

権
擁
護
委
員
や
法
務
局
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

い
じ
め
や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
の

子
ど
も
の
人
権
や
、
配
偶
者
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
の
女
性
の
人
権

を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
や
家

庭
内
、
職
場
内
、
隣
近
所
で
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０

５
７
０-

０
０
３-

１
１
０
番

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
☎
０
１
２

０-

０
０
７-

１
１
０
番

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
５

７
０-

０
７
０-

８
１
０
番

▼
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

７
０-

０
９
０-

９
１
１
番

▼
大
津
地
方
法
務
局
彦
根
支
局
☎
22-

０
２
４
２
番

　

い
ず
れ
も
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
安
心
し
て

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
４
年
、
姫
路
城
お
よ
び
彦
根
城
が

他
の
８
件
と
と
も
に
文
化
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。同
年
、姫
路
城
の

天
守
群
は
世
界
に
類
を
見
な
い
「
17
世
紀

木
造
建
築
の
最
高
峰
」
で
あ
り
「
防
御
に

工
夫
さ
れ
た
日
本
独
自
の
城
郭
の
構
成
を

最
も
よ
く
示
し
た
城
」
と
し
て
日
本
政
府

に
よ
り
推
薦
さ
れ
、
翌
年
、
世
界
遺
産
委

員
会
は
、
６
つ
の
登
録
基
準
の
う
ち
「
人

類
の
創
造
的
才
能
を
表
す
傑
作
」（
基
準

（i）
）

お
よ
び
「
歴
史
上
の
重
要
な
段
階
を
物
語

る
建
築
物
」 （
基
準

（iv）
）
に
該
当
す
る
と
し

て
登
録
を
決
定
し
ま
し
た
。

彦
根
城
に
と
っ
て
姫
路
城
の
登
録
は
、

そ
の
後
、大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。同

時
代
・
同
種
の
資
産
は
、
そ
の
ま
ま
で
は

世
界
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
に
く
い
の
で
、

文
化
庁
は
、
彦
根
城
の
推
薦
を
検
討
す
る

た
め
の
要
件
と
し
て
、
長
年
、
以
下
の
研

究
を
す
る
よ
う
彦
根
市
に
指
示
し
て
き
ま

し
た
。

①
既
登
録
資
産
で
あ
る
姫
路
城
と
の
差
別

化
②
国
内
外
の
類
似
資
産
と
の
比
較

③
世
界
遺
産
ル
ー
ル
に
照
ら
し
合
わ
せ
、

開
発
が
進
ん
だ
城
下
町
を
い
か
に
価
値

づ
け
る
か
。

同
時
代
・
同
種
で
も
、
人
類
史
上
、
異

な
る
意
味
合
い
を
も
つ
、
世
界
で
唯
一
無

二
の
建
造
物
群
や
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
比

較
研
究
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
場
合
は
登

録
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
は
、彦
根

城
と
そ
の
関
連
資
産
の
価
値
を
、
江
戸
期

の
都
市
構
造
や
機
能
の
中
に
求
め
ま
し
た
。

暫
定
リ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
彦
根
城
に

つ
い
て
、
自
然
地
形
を
巧た

く

み
に
活
か
し
た

城
郭
、
城
主
の
居
館
、
武
家
屋
敷
や
下
級

武
士
、
商
人
や
工
芸
職
の
家
屋
が
濠ほ

り

に

よ
っ
て
同
心
円
状
に
区
分
さ
れ
て
い
る
と

し
、「
都
市
計
画
や
景
観
設
計
の
発
展
に
重

要
な
影
響
を
与
え
た
価
値
の
交
流
」（
基
準

（ii）
）
や
「
文
化
的
伝
統
又
は
文
明
の
存
在
を

伝
承
す
る
物
証
」（
基
準

（iii）
）
と
い
う
基
準
に

も
言
及
し
て
い
ま
す
。

天
守
建
造
物
よ
り
広
い
範
囲
の
こ
う
し

た
文
化
遺
産
が
、
人
類
史
上
の
価
値
と
し

て
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
市
は
学

術
検
討
委
員
会
の
助
言
の
も
と
に
推
薦
書

案
を
作
成
中
で
す
。（
続
く
）

彦
根
市
副
市
長　

山
根
裕
子 ▲彦根城内 表門橋


